
令和元年度 家庭教育支援者南会津地区研修会【第２弾】 実施報告書 
 

                                                                 （南会津）教育事務所 

 

１ 実施期日   令和元年１１月４日（月） 時間：１０時２０分～１５時４０分 

２ 会  場      南会津町 御蔵入交流館 

３ 出席者数   総出席者数  計 ５２名 （男性１８名 女性３４名）  

（内訳）講師（２名）、保護者・家族（１８名）、ボランティア団体（６名）、小・中学校教員（８名）、

保育士・幼稚園教員（２名）、家庭教育支援団体（２名）、社会教育関係者（３名） 

家庭教育応援企業関係者（１名）、福島県教育庁社会教育課（１名） 

南会津教育事務所（４名）、その他（５名） 

４ 研修会概要 

                 進行【 指導主事兼社会教育主事 猪股 克亘 】 

(1) 開会行事（１０：２０～１０：３０） 

  ○ 開会のことば 

   ○ 主催者あいさつ【 所長 石本 浩一】 

   ○ 日程説明・諸連絡 

 

(2) 講義演習（１０：３０～１２：００） 

  ○ 講師紹介【 次長兼総務社会教育課長 高橋 正敏 】 

  ○  講義演習「家庭教育支援について、みんなで考えよう」 

桜の聖母短期大学 講師 長谷川美香 氏 

  ○  御礼のことば【 主任社会教育主事 渡部 学 】 

 

  (3) 主張発表（１３：００～１３：４０） 

  ○ 発  表  テーマ：家族 

  ○ 感謝状・記念品贈呈 

 

(4) 講演＋読み聞かせ（１３：５０～１５：３０） 

  ○ 講師紹介【 次長兼総務社会教育課長 高橋 正敏 】 

  ○  講  演「絵本でセラピー 

          ～子どもも大人も癒す絵本との出逢い」 

フリーアナウンサー 引田さいこ 氏 

  ○ 読み聞かせ 

  ○  御礼のことば【 主任社会教育主事 渡部 学 】 

 

 (5) 開会行事（１５：３０～１５：４０） 

  ○ 諸 連 絡 

   ○ 閉会のことば 



５ 感想 

【講義・演習】 

・家庭教育とは何か、どんなことをしたら良いのか、考えるきっかけになりました。 

・支援する立場ではないが、子育て中の自分を客観的に考える機会になった。 

・自己肯定感のとらえ方が明確になった。 

・桜の聖母の生徒になりたいと思っていたから大人になって叶って嬉しかった。「自己肯定感」につい

て興味があったのでスッキリした。 

・短い時間ではあったが、異なる立場の方との演習がとても良かった。機会があればまた参加したいと

思う。 

・母校の講師の方だったので興味がありました。受講して本当に良かった。 

・立場の違う方の話が色々聞けてよかった。 

 

【主張発表】 

・発表者全員素晴らしかった。多くの人に聞いてもらいたい内容だった。 

・４人とも、家族というテーマのもと素晴らしい発表だった。「大人は子供の見本」ということを、改め

て実感した。深い愛情で子供に接していれば必ずその愛情が伝わると思った。 

・子供たちの考えや思いが伝わりとても良い発表でした。 

・中学生の素直な気持ちが、親として息子たちもそうだったのかと思い出しました。 

・子供から見た家族の思いが伝わり良かった。 

・小・中学生の感じていること、思っていることを聞くことができ勉強になった。すてきな発表だった。

熱い思いを感じた。 

・児童生徒からの発表は非常に新鮮で感動した。 

・小・中学生の家族についての意見を聞く機会がないので、たいへんためになった。今子育てをしてい

る中で子供もこの発表者のような気持ちで育っていけるような環境作りをしていきたいと思った。 

・皆さん自分の感じたことや経験したことを、見つめることが出来ていて素晴らしい発表だった。この

席に来られて幸せです。これからの成長が楽しみです。 

・子供は親の後ろ姿を良く見ているなと思って、しみじみ聞いていました。 

・発表者の家族に対する感謝の気持ちや愛情など素直に表現していること、家族の大切さや有り難さな

どをストレートに伝えていることがとても立派だと感じました。改めて家族の絆を大切にしようと思い

ました。 

・子供であって大人以上だなと考えさせられました。しっかりと大切なことを家族の中から学んでいる

のですね。 

・「家族」についての素直な主張に感動した。 

・子供がまだ小さいので何を考えているのかが分からないから参考になりました。朝早くのお弁当作り、

感謝してもらえると良いです。 

・絆の深い家庭で育った子供は素直に育っている。皆さん素晴らしい発表でした。 

・小・中学生の思いを聴いて家族への素直な思いに感心しました。毎日一緒に学校生活を送っている中

学生も言葉にせずとも心の中に家族への温かい心を持っているのだなと改めて知る機会となりました。 



【講演＋読み聞かせ】 

・具体的な読み聞かせ方法を紹介してもらい大変参考になった。 

・子供に本を読んであげるという意識でいつも読んでいたので、自分も一緒に楽しむ意識で毎日楽しく

読み聞かせをしていきたいと思った。 

・若い夫婦に聞かせたいと思った。子供の心をつかまえる本を読み聞かせたいと思っています。 

・絵本は大好きです。子供や孫へ読み聞かせをしたことを思い出し、こんなに考えながら接したことは

なかったと思った。若いＰＴＡの皆さんに出席してもらいたかった。 

・楽しい時間として聞かせて頂きました。いろんな事に気づかせて頂きました。 

・大人の生き方にも投影されるような内容と話し方も含め参考になった。 

・年配者への「読み聞かせ」は、新しい発想だった。 

・講演もとても聴きやすく、読み聞かせもとても癒やされました。選書のポイントなどもあり、今後参

考にさせて頂きたいと思います。 

・対象年齢に合った本の項目が参考になりました。 

・実際に読み聞かせを聞いてとても参考になりました。”真似”でなく参考に、自分なりの読み聞かせを

続けていきたいと思いました。 

・実際に子供たちへの読み聞かせもあり、その選書や順番もとても参考になりました。大きなカブのエ

プロンシアターも話は昔から知っていて飽きてしまうかと思いましたが、動きや声かけ、ラストのサプ

ライズも面白かったです。 

 

【ご意見ご要望】 

・研修会自体が家庭教育を推進する方を支援する会となっている点が良いと思った。（託児所、図書館

との連携等） 

・感動しました。 

・参加しなければ、この先ずっと知ったり考えたりしないようなことがあって、とても良い活動だと感

じました。 

・今日は町内多くの行事が重なってしまい残念です。実施時期が重なっていなければ、参加者も多かっ

たのではないかと思います。 

・前回の研修も含め、家族・家庭を考えさせられています。 

・企画、運営お疲れ様でした。生徒も親もとても良い機会であったと感謝しておりました。 

      



６  成果・課題 

  (1) アンケート結果 

 【講義・演習】 

    大いに参考になった １６名  ある程度参考になった ５名  参考にならなかった ０名 

 【主張発表】(※家族について考えるきっかけとして) 

    大いに参考になった ２６名  ある程度参考になった ２名  参考にならなかった ０名 

 【講演＋読み聞かせ】 

    大いに参考になった １９名  ある程度参考になった ０名  参考にならなかった ０名 

 

  (2) 成果 

  ○ チラシや広報誌の効果は非常に大きい(アンケートによると、約７割の参加者がチラシや広報

誌で研修会のことを知った)ことが実証された。チラシの構成やレイアウトにこだわった甲斐が

あった。 

○ 無料託児やＤＶＤ上映会など、様々な団体と連携をとりながら研修会を実施したことで、若

い世代に足を運んでいただくことにつながった。 

   ・無料託児 … 南会津町社会福祉協議会（びわのかげ子育て支援センター） 

   ・ＤＶＤ上映 … 南会津町図書館 

   ・木のおもちゃのレンタル … 株式会社マストロ・ジェッペット 

○ 主張発表を間に入れたことで、多く人を集めることにもつながった。先生方の参加も多かっ

た。参加された方々にも改めて家族の大切さを実感してもらうことにもつながり、大きな感動

も与えることができた。何よりも主張発表をした本人と保護者の方は大満足の様子だった。 

 

 (3) 課題 

    ● 様々な事情により三連休の最終日に研修会を設定せざるを得なかった。やはり他のイベント

等と重なり、残念ながら参加できないという声が多く聞かれた。また、託児者も確保できず、

せっかくの参加申し込みをやむなくお断りすることもあった。日程の設定には配慮が必要であ

ることを再確認することができた。 

  ● 託児やＤＶＤ上映会を行ったが、運営側に余裕がなく、ご迷惑をおかけしてしまった。 

  ● 親子で体験する活動を取り入れたいというねらいがあり、最後に親子で読み聞かせを聞く場

面を設定したが、子どもが眠くなる時間であったこともあり、集中して聞くことが困難であっ

た。親子での体験活動は午前中に取り入れるべきだと感じた。  

 

 


